
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

心
も
新
た
に
、
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

峰
浜
庁
舎
火
災
か
ら
の
復
旧
を
図
る
と
共
に
新
町
建
設
計
画
の
進

展
を
重
点
に
町
政
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
分
散
し
た
執
務
は

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
戸
籍
が
復
元
す
る
な
ど
、
よ
う
や
く
落
ち

着
い
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
一
体
感
も
進
み
、
八
峰
町
民
歌
の
完
成
や
沿
道
へ
の
統

一
標
識
等
、
新
町
と
し
て
の
体
制
づ
く
り
も
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
今
年
は
、
合
併
３
年
目
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
建

設
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
１
つ
目
に
、
今
年
は
、
本
格
的
に
新
庁
舎
建
設
工
事
に

取
り
掛
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
19
年
度
は
、
建
設
地
の
目
名
潟
地

域
の
地
権
者
や
住
民
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
用
地
の
確
定
と
設

計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
具
体
的
に
用
地
造

成
や
庁
舎
工
事
を
行
い
、
21
年
秋
の
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。申

す
ま
で
も
な
く
庁
舎
は
、町
民
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
や
防
災
の
拠
点
の
役
割
を
念
頭
に
身
の
丈
に
あ
っ

た
機
能
的
な
庁
舎
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
つ
目
に
は
、
小
学
校
の
統
合
で
あ
り
ま
す
。
少
子
化
は
、
急

激
な
児
童
数
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
教
育
効
果
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
方
々
や
保
護
者
の
皆

さ
ま
と
様
々
な
議
論
を
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
春
に

は
、
岩
子
小
学
校
が
１
３
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
水
沢
小

学
校
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
八
森
地
区
の
３
小
学
校
は
、
現
観
海
小
学
校
を
大
規
模
改

修
し
、
21
年
４
月
か
ら
新
﹁
八
森
小
学
校
﹂
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す

る
準
備
の
年
と
な
り
ま
す
。

３
つ
目
は
、
農
林
漁
業
の
振
興
で
あ
り
ま
す
。
農
業
は
、
米
価

の
低
迷
、
農
業
資
材
の
値
上
が
り
、
高
齢
化
と
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
実
施
さ
れ
た
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

や
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
等
の
新
農
業
政
策
の
見
直
し
も
検

討
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
売
れ
る
米
づ
く
り
や
複
合
経
営
、
担
い

手
の
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

漁
業
は
、
昨
年
末
、
季
節
ハ
タ
ハ
タ
の
不
漁
・
小
型
化
や
、
資

源
の
減
少
、
燃
油
費
の
高
騰
、
ク
ラ
ゲ
の
発
生
等
厳
し
い
環
境
下

に
あ
り
ま
し
た
が
、
資
源
管
理
型
漁
業
、
つ
く
り
育
て
る
漁
業
、

付
加
価
値
産
品
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
つ
目
は
観
光
の
振
興
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
町
の
観
光
資
源
で

あ
る
海
・
山
・
川
の
恵
ま
れ
た
自
然
や
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
体
験

活
動
、
特
産
品
に
よ
る
食
を
宣
伝
し
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
結

び
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
、
改
装
し
た
ハ
タ
ハ
タ
館
や
県
施

設
﹁
あ
き
た
白
神
体
験
活
動
セ
ン
タ
ー
﹂
を
は
じ
め
ポ
ン
ポ
コ
山

や
御
所
の
台
公
園
、
産
直
施
設
等
を
有
機
的
に
繋
ぎ
、
八
峰
町
を

全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
他
、
商
工
業
の
振
興
や
下

水
道
整
備
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
確
立
、
自
殺
予
防
対
策
を

は
じ
め
山
積
す
る
諸
課
題
に
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

又
、
行
財
政
基
盤
を
強
化
し
な
が
ら
、
町
民
と
対
話
を
継
続
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
鞭

撻
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

八
峰
町
消
防
団
出
初
式

八
峰
町
消
防
団
出
初
式

八
峰
町
消
防
団
出
初
式

１
月
５
日
、
八
峰
町
消
防
団
出
初
式
が

行
わ
れ
、
町
内
15
分
団
の
団
員
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
団
員
た
ち
は
八
森
庁
舎
前
で

分
列
行
進
を
行
い
、
町
長
ら
の
観
閲
を
受

け
た
あ
と
、
八
森
中
学
校
で
行
わ
れ
る
式

典
に
出
席
。
式
典
で
は
、
加
藤
町
長
が

﹁
昨
年
は
町
内
で
３
件
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
一
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
が
、
消
防
団
員
に
よ
る
迅
速
な
消
火
活

動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
で
は
消

防
施
設
の
充
実
を
図
り
今
年
こ
そ
は
無
火

災
を
目
指
し
ま
す
。
﹂
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
笠
原
団
長
は
﹁
団
員
の
高

齢
化
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
、
後
継
者
不
足

と
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
一
層
魅
力
あ
る
消
防
団

作
り
に
努
め
ま
す
。
﹂
と
訓
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
長
年
消
防
団
員
と
し
て
功
績

の
あ
っ
た
方
々
、
ま
た
、
消
防
協
力
者
に

表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
、
第
12
分
団
の
分
団
長
三
浦
務
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
は
団
員
全
員
で
万
歳
を
三
唱
し
、

無
事
故
、
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
︵
敬
称
略
︶

●
秋
田
県
知
事
表
彰

︻
有
功
章
︼

第
５
分
団
　
副
分
団
長
　
福
士
　
優

第
10
分
団
　
分
団
長
　
　
山
内
　
則
夫

第
12
分
団
　
分
団
長
　
　
三
浦
　
務

第
15
分
団
　
班
長
　
　
　
伊
勢
　
悟

︻
永
年
勤
続
功
労
章
︵
40
年
以
上
︼

本
　
　
団
　
団
長
　
　
　
笠
原
　
勝
一

︻
永
年
勤
続
章
︵
35
年
以
上
︼

第
４
分
団
　
分
団
長
　
　
田
村
　
利
満

第
12
分
団
　
分
団
長
　
　
白
木
　
博

︻
永
年
勤
続
章
︵
30
年
以
上
︶︼

第
１
分
団
　
分
団
長
　
　
阿
部
　
富
廣

第
９
分
団
　
分
団
長
　
　
成
田
　
鉄
美

第
11
分
団
　
分
団
長
　
　
伊
藤
　
一
二
三

第
15
分
団
　
分
団
長
　
　
吉
村
　
澄
男

︻
永
年
勤
続
章
︵
25
年
以
上
︶︼

第
８
分
団
　
分
団
長
　
　
武
田
　
清
春

第
９
分
団
　
副
分
団
長
　
菊
地
　
直
人

︻
永
年
勤
続
章
︵
20
年
以
上
︶︼

第
８
分
団
　
班
長
　
　
　
山
崎
　
佳
行

第
10
分
団
　
分
団
長
　
　
工
藤
　
篤

第
13
分
団
　
分
団
長
　
　
日
沼
　
太
喜
也

第
15
分
団
　
分
団
長
　
　
須
藤
　
志
郎

第
15
分
団
　
班
　
長
　
　
平
沢
　
金
義

●
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

︻
精
勤
章
︵
10
年
勤
続
︶︼

第
１
分
団
　
団
員
　
　
　
丸
田
　
浩
幸

第
１
分
団
　
団
員
　
　
　
奥
村
　
崇

第
２
分
団
　
班
長
　
　
　
柴
田
　
鉄
美

第
２
分
団
　
団
員
　
　
　
長
門
　
要

第
３
分
団
　
班
長
　
　
　
金
谷
　
成
悦

第
６
分
団
　
団
員
　
　
　
今
井
　
健
二

第
６
分
団
　
団
員
　
　
　
今
井
　
雅
樹

第
６
分
団
　
団
員
　
　
　
浅
野
　
正

第
６
分
団
　
団
員
　
　
　
今
井
　
等

第
７
分
団
　
団
員
　
　
　
藤
嶋
　
久
徳

第
７
分
団
　
団
員
　
　
　
金
平
　
成
信

第
７
分
団
　
団
員
　
　
　
高
杉
　
昌
弘

第
10
分
団
　
副
分
団
長
　
佐
々
木
　
正
人

第
11
分
団
　
団
員
　
　
　
奈
良
　
徳
保

第
11
分
団
　
団
員
　
　
　
雄
鹿
　
重
美

第
12
分
団
　
団
員
　
　
　
後
藤
　
慎
作

第
13
分
団
　
団
員
　
　
　
佐
藤
　
雄
樹

第
14
分
団
　
班
長
　
　
　
工
藤
　
恭
一

第
15
分
団
　
班
長
　
　
　
小
林
　
弘
良

第
15
分
団
　
団
員
　
　
　
菊
地
　
俊
平

●
秋
田
県
消
防
協
会
能
代
市
山
本
郡
支

部
長
表
彰

︻
勤
続
章
︵
７
年
以
上
︶︼

第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
田
村
　
清

第
８
分
団
　
団
員
　
　
　
藤
田
　
好
美

第
９
分
団
　
団
員
　
　
　
菊
地
　
研
吾

第
11
分
団
　
団
員
　
　
　
工
藤
　
誠
光

第
12
分
団
　
団
員
　
　
　
大
山
　
猛

第
13
分
団
　
団
員
　
　
　
山
内
　
賢
二

第
15
分
団
　
班
長
　
　
　
小
川
　
広
法

第
15
分
団
　
団
員
　
　
　
田
崎
　
博
樹

第
15
分
団
　
団
員
　
　
　
須
藤
　
清
彦

●
八
峰
町
長
表
彰

︻
５
年
精
勤
章
︼

第
２
分
団
　
団
員
　
　
　
柴
田
　
和
美

第
３
分
団
　
団
員
　
　
　
佐
藤
　
裕

第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
田
村
　
豊

第
８
分
団
　
団
員
　
　
　
後
藤
　
豊

第
９
分
団
　
団
員
　
　
　
菊
地
　
敏
広

第
９
分
団
　
団
員
　
　
　
佐
藤
　
祐
介

第
11
分
団
　
団
員
　
　
　
山
本
　
正
春

第
13
分
団
　
団
員
　
　
　
田
中
　
洋
輔

第
13
分
団
　
団
員
　
　
　
工
藤
　
雅
樹

第
15
分
団
　
団
員
　
　
　
岩
城
　
豊

第
15
分
団
　
団
員
　
　
　
門
脇
　
朝
哉

第
15
分
団
　
団
員
　
　
　
金
谷
　
将
博

︻
３
年
精
勤
章
︼

第
５
分
団
　
団
員
　
　
　
芦
崎
　
和
弘

第
５
分
団
　
団
員
　
　
　
米
森
　
貞
信

第
６
分
団
　
団
員
　
　
　
金
平
　
康
弘

第
９
分
団
　
団
員
　
　
　
袴
田
　
勇
樹

第
10
分
団
　
団
員
　
　
　
工
藤
　
欽
也

第
13
分
団
　
団
員
　
　
　
庄
内
　
達
也

●
消
防
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

︵
八
峰
町
長
︶

︻
少
年
警
火
団
︼

水
沢
小
学
校
警
火
団

岩
子
小
学
校
警
火
団

塙
川
小
学
校
警
火
団

八
森
小
学
校
警
火
団

観
海
小
学
校
警
火
団

岩
館
小
学
校
警
火
団


